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1. はじめに 

大気圧プラズマを用いた各種材料の表面改質の

研究が注目されている。 

我々の研究室では、これまで大気圧アルゴン

(Ar)プラズマジェットを用いて、半導体・金属な

どの表面改質の研究を行ってきた[1, 2]。 

本発表では、コンクリートへ大気圧 Ar プラズ

マジェットを照射した結果について報告する。 

 

2. 実験 

大気圧Arプラズマジェットは、周波数10 kHz、

印加電圧 10 kV、Arガス流量 10 L/分間で発生させ、

コンクリート試料(40×40×9 mm3)に照射距離 2 

mmで 30分間照射された。コンクリート上での水

の接触角測定には、Nick製接触角計 LSE-ME1 を

用いた。接触角は、コンクリート上の五か所で測

定された。 

 

3. 結果と考察 

図 1にコンクリートへの大気圧プラズマジェッ

ト照射の様子を示す。コンクリートへあたったプ

ラズマは横方向へ円形に広がり、その直径は約 15 

mmであった。 

図 2にプラズマ照射前後のコンクリート表面の

様子を示す。プラズマ照射前後で変化はなかった。 

図 3にコンクリート上での水滴の様子を示す。

水の接触角は、測定位置 1～5においてどこでも照

射前では約 80°、照射直後では 0°、照射 1週間

後でも 0°であることがわかった。 

この結果から、コンクリートへの大気圧 Ar プ

ラズマジェット照射は、コンクリート表面の親水

性の向上を生じる(吸水性を発現する)ことがわか

った。また、この効果は少なくとも 1週間は保持

されることがわかった。 
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図 1 コンクリートへの大気圧プラズマジェット 

照射の様子 

 

  

(a) 照射前             (b) 照射後 

図 2 コンクリート表面の様子 

数字：測定位置、赤丸：プラズマ照射位置 

 

 

(a) 照射前 

 

(b) 照射直後 

 

(c) 照射 1週間後 

図 3 コンクリート上での水滴の様子 

(接触角測定の結果) 
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